


















































































































































2 「Circle of International Red Cross Candidates Learning Experiences」の略で、将来国際
赤十字の一員として活動を希望する職員や、派遣経験者がお互いの体験や知識共有を目的
としている。
O-4-08　
国際活動におけるコミュニティヘルス専門分野研
究会設立に向けて（第１報）
日本赤十字社和歌山医療センター　国際医療救援部1）、
姫路赤十字病院　医療社会事業部2）、日本赤十字九州国際看護大学　特任講師3）、
日赤医療センター　国際医療救援部4）、大阪赤十字看護専門学校　専任教師5）、
名古屋第二赤十字病院　国際医療救援部6）、熊本赤十字病院　国際医療救援部7）、
福岡赤十字病院　看護部8）、日本赤十字社　国際部　開発協力課9）
◯吉
よしだ
田千
ち ゆ き
有紀1）、高原　美貴2）、菅原　直子3）、苫米地則子4）、
池田　載子5）、関塚　美穂6）、今村　尚美7）、橋本　香織8）、
大津　聡子1）、丸山　嘉一4）、玉井　温子9）、辻　　佳輝9）
背景：国際救援活動において、コミュニティヘルス分野での一定の派遣経験と専門性
を持つ要員の育成は重要であり、その専門性は、国際赤十字の目指す地域レジリエン
ス強化の取り組みの中で、国際赤十字および国連の目指す持続可能な開発目標（SDGs）
達成に貢献することが期待される。国際救援拠点病院では、平成14年から熱帯医学研
修（和歌山）、平成25年よりコミュニティへルス勉強会、国際保健セミナー（名古屋、
東京、和歌山）が企画され、大学および研究所関係者、国際救援要員等を講師とし、
定期的に開催されている。平成29年５月、本研究会メンバーの選出が行われ第一回研
究会が日赤本社で開催された。研究会目的：国際赤十字の保健事業に精通した専門性
の高い人材の育成、日赤ナレッジ・マネジメントの充実化等を通して、国際赤十字保
健事業への参画、日赤の関わる保健事業への技術的助言、国際赤十字への提言に関わる。
活動方針：日赤本社および研究会メンバー間での課題と目的を共有し、長期的なビジョ
ンと共に、その達成に向けて次の分野において活動を開始する。1.初派遣要員への技
術的精神的支援 2.日赤コミュニティヘルス事業への技術的助言 3.主に国際赤十字が主
催する会議等への出席と内容のフィードバック　活動成果については、第2報で報告
する。
10月
23日㈪
一般演題 （口演）
抄録
